
―

連

携

取

組

で

育

て

た

い

人

材

像

と

は

。

　

こ

の

取

組

は

、

地

域

社

会

の

課

題

解

決

や

活

性

化

の

た

め

の

計

画

や

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

策

定

し

、

主

体

的

に

実

行

す

る

こ

と

が

で

き

る

知

識

・

技

能

・

職

務

遂

行

能

力

を

身

に

つ

け

た

、

地

域

の

公

共

的

課

題

解

決

に

貢

献

で

き

る

地

域

公

共

人

材

の

育

成

を

目

指

し

ま

す

。

―

そ

の

よ

う

な

人

材

を

必

要

と

す

る

背

景

に

は

、

ど

の

よ

う

な

課

題

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

。

　

人

口

減

少

・

高

齢

化

、

産

業

の

衰

退

や

雇

用

の

減

少

な

ど

、

地

域

は

様

々

な

課

題

を

抱

え

て

い

ま

す

。

そ

の

現

状

を

変

革

す

る

人

材

の

育

成

は

急

務

で

あ

り

、

と

り

わ

け

、

大

学

立

地

が

極

端

に

少

な

い

地

域

に

お

い

て

、

大

学

が

地

域

社

会

の

課

題

に

対

し

て

組

織

的

に

関

与

し

な

が

ら

人

材

の

育

成

を

行

う

こ

と

は

、

重

要

な

テ

ー

マ

で

あ

る

と

捉

え

て

い

ま

す

。

―

な

ぜ

こ

の

９

大

学

で

連

携

す

る

こ

と

に

な

っ

た

の

で

す

か

。

　

京

都

の

政

策

学

系

の

学

部

・

学

科

と

研

究

科

は

、

地

域

公

共

人

材

を

共

通

す

る

人

材

育

成

目

標

と

し

て

掲

げ

、

修

士

レ

ベ

ル

の

地

域

資

格

制

度

と

資

格

認

証

ス

キ

ー

ム

を

開

発

し

て

き

ま

し

た

。

　

―

取

組

は

５

年

間

実

施

し

ま

す

。

ど

の

よ

う

な

計

画

を

立

て

て

い

ま

す

か

。

　

平

成

24

年

度

は

、

ま

ず

基

礎

情

報

の

収

集

と

課

題

の

整

理

を

行

い

ま

す

。

平

成

25

年

度

は

、

先

行

事

例

の

発

展

を

行

い

京

都

府

北

部

地

域

を

ベ

ー

ス

に

地

域

課

題

解

決

モ

デ

ル

の

開

発

を

始

め

、

そ

の

成

果

か

ら

具

体

的

な

事

業

提

案

を

引

き

出

し

ま

す

。

ま

た

、

経

済

協

力

開

発

機

構(

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

)

の

地

域

経

済

雇

用

開

発

プ

ロ

グ

ラ

ム

(

Ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

)

と

連

携

し

て

、

人

口

減

少

地

に

お

け

る

地

域

戦

略

の

取

り

ま

と

め

、

本

取

組

の

海

外

発

信

を

行

い

ま

す

。

平

成

26

年

度

は

、

地

域

課

題

解

決

モ

デ

ル

を

北

部

地

域

で

展

開

し

、

そ

こ

か

ら

開

発

さ

れ

た

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

試

行

し

、

資

格

制

度

の

議

論

を

開

始

し

ま

す

。

平

成

27

年

度

は

、

引

き

続

き

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

展

開

を

実

施

し

成

果

を

教

育

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

へ

取

り

入

れ

る

と

と

も

に

地

域

資

格

制

度

の

拡

充

に

つ

い

て

提

示

し

ま

す

。

平

成

28

年

度

は

新

し

い

教

育

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

の

定

着

と

教

育

の

質

保

証

シ

ス

テ

ム

を

確

立

し

、

高

等

教

育

の

現

代

化

を

図

り

、

こ

の

連

携

機

関

を

通

じ

た

地

域

と

大

学

の

組

織

的

な

連

携

を

モ

デ

ル

化

し

、

全

国

に

発

信

し

ま

す

。

―

こ

の

事

業

に

採

択

さ

れ

た

こ

と

で

、

新

た

に

ど

の

よ

う

な

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

か

。

　

こ

の

事

業

で

は

、

新

た

に

大

学

・

大

学

院

教

育

の

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

部

分

に

地

域

課

題

解

決

モ

デ

ル

を

取

り

入

れ

る

こ

と

　

と

同

時

に

、

地

域

課

題

の

解

決

に

大

学

が

積

極

的

に

関

与

す

る

こ

と

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

具

体

的

に

は

、

地

域

で

の

直

接

的

な

活

動

を

伴

う

ア

ク

テ

ィ

ブ

ラ

ー

ニ

ン

グ

と

地

域

資

格

認

定

制

度

を

通

し

、

受

講

生

の

能

力

認

定

と

取

組

を

行

い

ま

す

。

こ

の

こ

と

に

よ

り

地

域

の

公

共

的

な

課

題

解

決

に

貢

献

で

き

る

人

材

の

育

成

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

―

取

組

の

中

に

は

、

各

大

学

等

で

こ

れ

ま

で

行

っ

て

い

た

活

動

の

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

を

図

る

も

の

も

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

す

か

。

　

各

大

学

が

こ

れ

ま

で

の

活

動

で

開

発

し

て

き

た

大

学

院

レ

ベ

ル

の

地

域

資

格

認

証

制

度

の

学

部

レ

ベ

ル

へ

の

拡

充

を

図

り

ま

す

。

こ

の

こ

と

に

よ

っ

て

、

学

部

と

大

学

院

を

通

じ

た

地

域

課

題

解

決

に

資

す

る

能

力

育

成

が

可

能

に

な

り

ま

す

。

―

連

携

の

成

果

は

ど

の

よ

う

な

形

で

社

会

に

示

す

こ

と

が

で

き

る

の

で

し

ょ

う

か

。

具

体

的

な

成

果

指

標

の

イ

メ

ー

ジ

は

あ

り

ま

す

か

。

　

学

生

は

本

取

組

で

開

発

さ

れ

た

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

受

講

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

課

題

発

見

能

力

と

解

決

の

た

め

の

計

画

策

定

、

実

行

能

力

を

身

に

つ

け

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

本

取

組

に

関

与

す

る

学

部

生

・

大

学

院

生

は

、

平

成

25

年

度

以

降

に

は

年

間

延

べ

１

５

０

名

、

制

度

開

発

後

の

平

成

28

年

度

か

ら

は

年

間

延

べ

９

５

０

名

を

目

標

と

し

、

こ

れ

ら

を

成

果

を

測

る

目

安

と

な

る

指

標

と

し

ま

す

。

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

メ

ッ

セ

ー

ジ

メ

ッ

セ

ー

ジ

メ

ッ

セ

ー

ジ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

京

都

府

知

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

　

田

　

啓

　

二

　　　　

京

都

府

北

部

地

域

は

、

美

し

い

景

観

に

恵

ま

れ

、

食

の

宝

庫

で

も

あ

り

ま

す

が

、

一

方

で

人

口

減

少

や

高

齢

化

の

進

行

、

産

業

の

衰

退

に

よ

る

雇

用

の

減

少

な

ど

、

多

く

の

課

題

に

直

面

し

て

い

ま

す

。

今

回

の

大

学

連

携

の

取

組

に

よ

る

課

題

解

決

を

通

じ

、

大

学

の

持

て

る

知

識

・

能

力

が

地

域

の

活

性

化

を

も

た

ら

し

、

ま

た

、

教

育

の

発

展

の

道

を

開

い

て

い

く

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。
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